
　「弱いものいじめやけんかを注意したり、やめさせたこと」が多いほど、「けんかをした友だちを仲直りさ
せることができる」というように相互の関連が見いだしやすい項目の間だけでなく、「ままごとやヒーロー
ごっこをしたこと」と「電車やバスに乗ったとき、お年寄りや身体の不自由な人には席をゆずろうと思う」
といった、直接の関連が見いだしにくい項目の間にも相関関係が見られます。大人になってからの資質・能
力は、家庭や地域における子どもの頃の様々な体験と関係しています。



　国立青少年教育振興機構では、子どもの頃の体験（自然体験、動植物とのかかわり、友だち
との遊び、地域活動、家族行事、家事手伝い）によって、得られる資質・能力（自尊感情、共生感、
意欲・関心、規範意識、職業意識、人間関係能力、文化的作法・教養）について調査研究会（座
長　明石要一　千葉大学教育学部教授（当時））を設け、成人（20 代～ 60 代 5,000 人）を対象
に調査を実施しました。あわせて、青少年の自然体験、生活体験・習慣の実態や自立に関する
意識等について、青少年（小学校 4 年生から高校生約 19,000 人）を対象に実施した調査結
果についても提示しています。

出典：「子どもの体験活動の実態に関する調査研究」、「青少年の体験活動等と自立に関する実態調査」



　保護者が子どもの頃に自然体験を行った頻度は、中学生までの居住地の種類によって違いが見られました
が、現在の子どもたちの自然体験については、居住地の種類による違いはほとんど見られませんでした。




